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日本の簿記の現状

Ｑ１　最近，「簿記」の「簿」の字も，「貸借対照表」

も，「借方」や「貸方」の字も出てこない簿記の

本を上梓されました。そのお話は後ほどうか

がうこととして，まず，簿記の現状をどのよ

うにご覧になっているか，お聞かせください。

Ａ１：私は簿記という言葉を使いませんが，あ

えて使わせていただくと，簿記は，「経理・財務」の

系統の人たち，あるいは公認会計士や税理士な

ど専門家の特殊な技術だと思われてきています。

現在の簿記教育では，簿記というと，①仕訳，

②元帳，③試算表，④精算表，⑤決算書を学び

ますが，②～④があまりにも重要視されており，

複雑になりすぎています。さらに，仕分け（金

児式では「仕訳」ではなく「仕分け」）も，日本で

は 借 方・ 貸 方， 世 界 で もdr.・cr.／Debtor・

Creditor／Debit・Creditなど，意味もないのに

意味のありそうな用語で苦労しています。借

方・貸方は「㊧・㊨」「Ⓛ・Ⓡ」とかすれば，苦

労しなくていいのに，と思います。

このようなことにより，簿記が特殊な技術だ

と認識され，試験に受かったわずかな人たちの

共有財産だと思っているから，簿記教育も壁に

ぶつかり，またすそ野の広がりがないのです。

「仕分け」は，後ほどご説明しますが，「経営」

そのものです。したがって，仕分けから始まる

簿記は，非常に大事なんです。たとえばメーカー

でいえば，「経理・財務」の人たちだけが勉強

するのではなく，販売，製造，研究，M&A担

当者などすべての人が，「仕分け」を経営だと

認識して勉強すれば，その会社は底力がすごく

つくと思います。

「金
カネ

児
コ

のBu-Ki」とは？

Ｑ２－１　「金児のBu-Ki（武器＝Weapon）＝Book

（決算書）-Keeping（経営＝仕分け）＝Financial 

Statements-Management（Journalizing）」（税

務経理協会）という簿記に関する書籍を最近，

出版されました。その中では，「残増減残」「科

目の四マス」などユニークな概念を駆使して，

簿記を説明しています。金児先生が提唱され

る簿記（Book-Keeping）とは何か，今後の簿記

のあり方も含めて，ご説明ください。

Ａ２－１：まず，Book-Keepingがどうして「簿

記」になったかというと，明治の人はこれを

「ボックキーピング」と聞いてしまったんです。

だから，帳簿の「簿」と記入の「記」を合わせ

て，「簿記」にしたんです。

ところが，もともと発音が間違っているんで

す。「ブックキーピング」です。「簿記」ではな

く「ブキ」。したがって，私は “Bu-Ki” と呼ん

Book-Keepingは「経営」そのもの
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でいます。

この「金児のBu-Ki」（以下，「Bu-Ki」）は，３つ

の発明＋３つの発見（＝大発見）の上に成り立っ

ています。今ご紹介の書籍では，すごく簡単な

例も使いながら，「Bu－Ki」の本質をやさしく

説明しました。

３つの発明と３つの発見は，後ほどご説明す

るとして，「Bu-Ki」のポイントを３点ほど，ま

ずご説明します。

「Bu-Ki」では，バランス・シート（バランス

は「残」という意味で，決して左右がバランスす

るという意味でのバランスではありません）が中心

となる決算書です。「仕分け」はすべて，バラ

ンス・シート上で行います。

損益計算書も，キャッシュフロー計算書も，

株主資本等変動計算書も，バランス・シート

（B/S）の説明書（＝Statement）です。B/Sとその

他の計算書は親子関係になります。

もうひとつ，「Bu-Ki」では，「仕分け」から

ピョーンと決算書まで一足飛びです。元帳も試

算表も精算表もありません（ちなみに，試算表，

精算表とは，非常に悪い訳語です）。

「Bu-Ki」では，基本的には３つの仕分けの組

合せ（特殊なケースも含めれば３プラス１で４つの

仕分け）で済んでしまうことが，３つ目のポイ

ントです。

Ｑ２－２　著書では，先ほどの３つの発明と発

見を併せて「21世紀（2005.9.9）の世界的な大

発見」と謳っていますが，どういうことでしょ

うか。

Ａ２－２：まず３つの発明がありました。①「残

増減残」（2004年11月19日商標登録），②「科目の

四マス」（2005年９月９日商標登録），③B/Sの利

益剰余金「残減増残」（ ）の減増中の「子供

の科目の四マス」の拡大が損益計算書，という

ものです。

次 に ３ つ の 発 見 で す。 ①Bookは 決 算 書，

Keepingは経営，②「仕分け」は「経営」であ

ること，③バランス・シート（B/S）も損益計算

書も科目の「おわりの残」であること，という

３つの発見がありました。③は，損益計算書も

「おわりの残」の表であること，つまり性質は

バランス・シート（残の表）だということです。

この３つの発明と３つの発見を併せて，「科目

の四マス」の商標登録日（2005年９月９日）をも

って「大発見」の日としました。

Ｑ２－３　仕分けは，基本的には３つの組合せ

で済んでしまう，ということも含めて，「Bu-

Ki」の基本構造について，ご説明ください。

Ａ２－３：仕分けとは，取引を２つの科目に分

け，㊧と㊨に同金額を「二面の記入」（Double 

Entry）することです。「Bu-Ki」における仕分け

は，「残増減残」と「科目の四マス」を使い，

科目はすべてB/S科目を使うのが特徴です。

たとえば，資本金１円が現金で払い込まれた

場合は，次のような仕分けになります。
㊧ 現 金 　 １／㊨ 資 本 金　 １

残 増 減 残 残 減 増 残
１ １
㊧ ㊨ ㊧ ㊨

現金30円を銀行から借り入れた場合は，次の

ようになります。
㊧ 現 金 　 30／㊨ 借 入 金 　 30

残 増 減 残 残 減 増 残
30 30
㊧ ㊨ ㊧ ㊨

コンサルティング収入100円を現金で受け取

った場合は，次のようになります。
㊧ 現 金 　 100／㊨利益剰余金（売上） 100

残 増 減 残 残 減 増 残
100 100
㊧ ㊨ ㊧ ㊨
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この取引は，通常の簿記では，損益計算書の

科目で仕分けを行いますが，「Bu-Ki」では，B/S

科目（利益剰余金の増加）として行います。これは，

すべての取引において，同様です。

また，以上の３つの取引はいずれも，矢が外

側から内側に向いています。これが，仕分けの

「パターン１」です。

続いて，給料を80円支払ったケースでは，次

のようになります。
㊧利益剰余金（給料） 80／㊨ 現 金 　 80

残 減 増 残 残 増 減 残
80 80
㊧ ㊨ ㊧ ㊨

この仕分けでも，「給料」という損益計算書科

目は使わず，B/S科目（利益剰余金の減少）とし

ます。このケースでは，矢が内側から外側に向い

ています。これが，仕分けの「パターン２」です。

つぎに，借入金のうち20円を銀行に返済した

場合も，この「パターン２」の仕分けになります。
㊧ 借 入 金 　 20／㊨ 現 金 　 20

残 減 増 残 残 増 減 残
20 20
㊧ ㊨ ㊧ ㊨

また，人にお金を７円貸し付けた場合は，次

のようになります。
㊧ 貸 付 金　 ７／㊨ 現 金 　 ７

残 増 減 残 残 増 減 残
7 7
㊧ ㊨ ㊧ ㊨

このケースでは，矢が両方とも左から右に向

いています。これが，仕分けの「パターン３」です。

基本的には，すべての取引は，ご説明した３

つの仕分けのパターンのどれかに含まれること

になります。ただ，前受金を売上に計上する場

合など，矢が両方とも左に向かうこともありま

すが，極めて稀なケースです。

さて，以上の仕分けは，B/S上で行われるこ

とになります。まとめると以下のとおりです。

資
産
〈
現
金
ほ
か
〉

（残）（増）（減）（残）B/S（残）（減）（増）（残） 負
債〈
借
入
金
ほ
か
〉　
　
　
純
資
産〈
資
本
金
ほ
か
〉

現金 1 80 24 10 20 30 借入金
30 20
100 7 10

貸付金 7 7 1 1 資本金

20 80 100 利益　
剰余金

31 21

また，「利益剰余金」の内訳明細書が，損益

計算書になります。繰り返しになりますが，損

益計算書も，「残の表」です。

損益計算書
費
用〈
給
料
ほ
か
〉

収
益〈
売
上
ほ
か
〉

給料 80 80 100 100 売上

80

100

ゲーテが「簿記は人類最大の発明」といって

いますが，本当にBook-Keepingは大事なんです。

ただ，「簿記は，はじめはわからなくていいか

らとにかく覚えなさい」というのは世界共通の

決定的な間違いです。時間が経つとわかるとい

うことではなくて，理解するように努力して，

理解したら自分のものになる，ということです。

Book-Keepingは，「決算書―経営」です。し

たがって，「経理・財務」や専門家の方だけで

なく，「金児のBu-Ki」を世界中のすべての国々

で，あらゆる職種，あらゆる年齢（５歳から120

歳まで）の方々に活用していただきたいのです。

それによって世界中の70億人の人びとを救いた

いと思っています。


